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提要　以日本学生常出现误用的同义词 “爱” 与 “喜欢” 为对象，通过语料库














てみると “喜欢” ではなく “爱” を使うのが適切だと見られる。実は “喜























































































　コロケーションでは、前に “很” “最” “特别” など程度副詞や “就” を付


















ど。コロケーションでは、前に “很” “最” “特别” など程度副詞や “就” を











































































　コロケーションでは、前には “很” “最” “总” などの程度副詞及び “就”
が付く。後ろには “着”、“了” などは付けられないが、“过”、程度補語や方





























　以上をまとめると、“喜欢” の第一語義（2.1）が “爱” と類義的であるの
は “爱” の第三、第四の語義、第五の語義の１（1.3、1.4、1.5.1）である。
ただし、第二語義と（1.2）、第五語義の２（1.2、1.5.2）には径庭があるもの
の、第一語義（1.1）では、用例 (1)、(2)、(3) だけ “爱” が “喜欢” と言い換
えられる。






























　次に、“喜欢” が “爱” に言い換えられるかどうかについて考えてみよう。
　(55) は物、(56) は場所、(58) は歌を対象と挙げ、それらに対する自分の好
１） 北京語言大学が作った BCC語料庫には、用例の数は下記のようである（以下の数は、
いずれも「，」を入れて調査した結果である）。
  “爱干净，106/喜欢干净，6” で、“爱” は約18倍である。他に “爱/喜欢漂亮，19/1；
爱/喜欢整洁，30/2；爱/喜欢静，25/3；爱/喜欢清洁，107/0；爱/喜欢热闹，105/61；
爱/喜欢自由，227/8；爱/喜欢激动，14/0；爱/喜欢俏，9/0” など。
干净， 漂亮， 整洁， 清洁， 静， 热闹， 自由， 激动， 俏，
爱 106 19 30 107 25 105 227 14 9









爱 n，/喜欢 n， 1532/918（1.7: 1） 5339/ 782（6.8: 1） 2790/ 637（4.4: 1）
爱 v，/喜欢 v， 1235/630（2.0: 1） 3311/1215（2.7: 1） 2325/1092（2.1: 1）






　(57) は “我们” という複数の人間を対象としたもので、排他性を有する
「愛」の対象とはなりにくいから、“喜欢” を使う方が適当であろう。
　(59) は “有人爱清静，有人爱热闹” に言い換えると、性格的、感情的にそ
うなりやすい、習慣的で癖になっているというニュアンスが強くなる。







４．“爱” と “喜欢” の日本語訳
　それでは、中国語の “爱” や “喜欢” はどのように日本語に訳すべきか、









み」の意を表す “喜欢” を使ったほうがよいが、“爱母校” は1.1の (C) に当
たる。すなわち、生まれた故郷や、育った環境など自分に深く関わる物事へ




















































が、「好きだ」については、“爱” と “喜欢” の違いに留意して選ぶこととな
ろう。例えば、男女の愛、ペットへの愛、故郷への深い愛、真理・平和など
抽象的な愛などを言う場合には “爱” を用いる。仮に “喜欢” を使ったなら
ば、愛情の程度もかなり減少してしまうことになる。
　(77) 隣席のクラスメートを好きになった。／爱（/喜欢）上了同桌。































えるので、“喜欢” も “爱” も使ってよい。ただし、動詞として二音節となる
方が自然であるから、その場合 “就爱” や “总爱” などにした方がよかろう。
　(85) 野球はしないが、見るのが好きだ。／棒球我不打，可是喜欢（/爱）看。















　(85) と (86) は「しょっちゅう～する」「～しがちだ」「～しやすい」意を
表す場合、生理的、物理的にコントロールできないことを表しているので、
“爱” を使い、“喜欢” は使えない。
　最後にまとめると、“喜欢” の意味・用法は比較的単純で、「趣味や好み」2）
を表し、そして、「嬉しい、愉快だ」という気持ちをも表すことができる。
これに対して、“爱” は意味も用法も多種多様である。基本的な意味であ
る「愛している」から、「大事にし、重んじる」という意を派生する。また、
「好きだ」から「好んでよくする」、そして、最後に「好んでよくする」から
「しょっちゅう」「つい」「～しやすい」「なりやすい」という意までをも表す
ようになったと考えられる。
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